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酸反応性フッ素含有ガラスフィラー (S―PRG)

含有義歯用コーティング材の開発

(論文審査の要旨)

本論文は,支台歯および義歯表面へのプラーク付着抑制を目的に抗プラーク性を有する酸

反応性フッ素含有ガラスフィラー (S―PRG)を含有した義歯床コーティング材を試作し,カ

7ゴ 7θ にて抗プラーク性と lirf/ノ ノrθ にて細菌付着性試験と抗菌性試験を観察し,そ して,義

歯床の物性への影響について検討している。

本実験では試作したデンチャーコーティング材 (以下 DCMと 略す)は S PRGフ ィラーをそ

れぞれ 40wt%,45wt%,50wi%含 有 (以下 DCM l,DC昨 2,DC昨3と略す)したものを使用した .

コントロールとしては,床用加熱重合レジン(以下 contと略す)を用い,義歯床部との接着

性を得るためにアセ トンベースの DCMプライマーについても試作し実験に用いた。その他の

実験方法の詳細は,論文内容要旨の通りである。

その結果, DCM表面の二次電子像から研磨によるフィラーの脱落が推測され,反射電子像

からフィラーの存在を確認し,S PRGフ ィラーの主要構成元素である F,Na,Al,Si,Srが

検出された。次に DCM表面へのプラーク付着は contと比較して少ない傾向にあり抗プラー

ク性を有し, DCMへの細菌付着性は contと比較して低く,また唾液浸漬群は蒸留水浸漬群

と比較して明らかに低い結果を得た.一方,抗菌性試験では,DCMと contに有意な差は認め

られなかった.また,歯ブラシ摩耗試験では,DCM間で有意な差が認められ S一PRGフ ィラー

含有量が多くなるに従って,摩耗量も多くなる傾向にあり,接着性試験では,初期およびサ

ーマルサイクリング後共に研磨プライマー有群が最も高い値を示した。またサーマルサイク

リング後での接着性試験の値は,初期と比較して高い値を示した。

以上のことから S―PRGフ ィラー含有 DCMは ,抗プラーク性を有することから有床義歯補綴

において有用な材料であることが示唆された。

審査委員は,本論文が DCMに よって支台歯および義歯表面へのプラーク付着,細菌付着を

抑制することを ゴ″ 7ゴ 7θ および ル /ゴ /rθ にて証明し,物性に関しても臨床応用可能な事を

証明したことを高く評価し,学位 (歯学)に値するものと判定した .


